
胞状奇胎について

● 子宮内容除去手術

 子宮内容を完全に除去します。通常2度施行し残存がないようにします。

● hCG（絨毛性ゴナドトロピン）値の観察

 血液中のｈCGという妊娠したときに出現するホルモンが指標になります。手術施行後はｈＣＧ

 値の測定を定期的に行うことで経過を見ます。順調に経過すればhCG値も順調に低下傾向

を示していきます。一般に施行後5、8、12、20週まで経過推移を確認していきます。

hCG値の低下を認めない、または増加傾向に転じた場合は侵入奇胎に進展した可能性が

高く、さらに絨毛癌への進展も考慮し抗癌剤の施行を行う必要があります。

ご不明な点がありましたら、医師または看護師にご相談ください。
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受精時の異常により正常な胎盤形成が行われず、絨毛という組織の一部または全てが水ぶくれ状

の変化（水腫様絨毛）を起こし、あたかもぶどうが実っているかのように異常に増殖します。これは稀

に癌化することがあり、長期的に経過を観察する必要があります。

確定診断は子宮内容除去手術時に得られる検体を用いた病理検査にて行います。

胞状奇胎とは…

治療

予後
一般的にhCGの数値が順調に下がり、治療経過がよければ 予後は良好です。経過観察は半

年程行い、状態が軽快すれば、次回の妊娠も可能です。稀に侵入奇胎や絨毛癌へと進展する

場合があります。

＊ 次の妊娠が許可されるまでは必ず避妊をしてください。
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